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要旨
　縦書き原稿の場合、日本語四○○-五○○字で記載。Word2010の場合、校閲→文字数カウントで字数を調べられる。

キーワード
あああ、いいい、ううう、えええ、おおお　（この右に二行空けて本文開始）


一　はじめに

　章題は前後一行ずつ空行を置く。章題は上記のように漢数字を使用）し、直後に全角一文字分のスペースをあけて「はじめに」と記載した後、Word2010の場合、「ホーム」リボンにおいて、「見出し一」を適用する。以下、二・一などの節題には「見出し二」、二・一・一などの第三階層小見出しには「見出し三」、通常の本文には「標準」を適用する。このテンプレートには以上が設定済みである。見出しが適用された部分はフォントが自動で変更される。
本文は段落を示すため、全角一文字分を落として書き始める。日本語文中での句読点は「。」と「、」になるので注意。執筆にあたっては、両端揃えとし、右端が不揃いにならないようにする。
フォントはWordのデフォルト設定（日本語はMS明朝、英文・数字はCentury、ともに一○・五ポイント）とする。注を入れる場合は上付きで入れ、論文末尾（ページごとの脚注にしない）にまとめて注を執筆する。Wordの自動注釈機能は使用しない。
なお、以下では、先行研究、研究の枠組み、結果と考察、おわりに、という章立ての例を示しているが、これに従うことは義務でない。当該分野の論文の標準的な構成に従うこと。ただし、冒頭章と最終章はそれぞれ「はじめに」「おわりに」にすることが望ましい。

二　先行研究

二・一　＊＊に関する先行研究の概要
　第2階層の節題の場合、題の下に空行を置かない。

二・二　＊＊に関する先行研究の概要
　同上、題の下には空行を置かない。


三　研究の枠組み

三・一　＊＊＊
　表や図の挿入に関しては、（横書き）日本語テンプレートを参照して、適切な訂正で入れること。

三・二　＊＊＊
図の場合、当該分野の標準書式に合わせること。電子刊行のため、カラーの使用も可能（ただし、抜きずりはスミ一色となる）。あらかじめ白黒のスミ画像に変換したい場合は、ワード2010では、画像をダブルクリック→（リボンが画像用の書式になる）→「色」→「色の彩度」→左端を指定する。解像度に注意。また、画像使用の際の著作権にも十分に留意すること。

四　結果と考察

五　おわりに


・・・・・・論文本体の最終行の次行に所属・身分を下寄せで記載。
（神戸大学国際文化学研究科博士後期課程）

　　注
本文終了後、注、参照文献、参考資料などを記載する場合は、すべて前後に一行ずつ空行を空ける。

参照文献
当該分野において標準とされる書式に厳密に合わせること。フォントはデフォルトのまま変更しない。参考文献、参照文献、引証文献など、言い方は各種あるが、原則として「参照文献」という用語を使用すること。これには引証していないが参照にしたものも含まれる。




